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 ７月３日金曜日に、５・６年生児童を対象に「夢の教室」を行いました。 

遠野市では「夢を持つことの大切さ」、「仲間と協力することの大切さ」等

を、未来を担う「子ども（わらすっこ）」たちに伝えるため、公益財団法人日本

サッカー協会（ＪＦＡ）と協定を締結しており、ＪＦＡこころのプロジェクト－遠野

わらすっこ「夢の教室」を、主に市立小学校の高学年（５・６年生）の児童を対

象に開催しています。（開催に係る費用は、市の「わらすっこ基金」を活用） 

 今年度は本校を含め市内７小学校で開催し、本校には元サッカー選手の

多々良敦斗さん（ベガルタ仙台・ジェフユナイテッド市原など多くのチームで

活躍）が「夢先生」としおいでくださいました。 

 前半は体育館で多々良さんと子どもたちが体を動かしながらいろいろなゲ

ームに取り組むことを通し、心の距離がぐっと近づきました。そして、後半は教

室に移動し多々良さんが「夢先生」として、ご自身のこれまでの経験や、その中

で学んだことなどを子どもたちに話していただき、子どもたちも、今持ってい

る夢や、そのためにどんなことを頑張りたいかを考え、シートに書いたり発表

したりしました。 

 多々良さんは、静岡県に生まれ、物心ついた時からサッカーをしていたそう

です。そんな環境の中で、少しのことでも褒められることが次へのモチベーシ

ョンとなっていたそうです。小学校５年生の時に J リーグ決勝戦の前座試合に

出たことがきっかけで、いつかプロとしてこんな大観衆の中でサッカーがした

いと思ったそうです。しかし、順風満帆とはいかず、何度も何度も挫折を味わ

ったそうです。挫折を味わうたびにいつも、「どうしたらもっとうまくなれるの

だろう。今何をすればプロの選手に近づけるのだろう。」という『できる方法

を』考えていたそうです。 

 子どもたちは、多々良さんの言葉一つ一つに頷きながら真剣に話を聞き、夢に向けて努力することの大切さや、挫

折をしても前向きに考えていくことの大切さ、自分を支えてくれる友たちや周囲の人たちの応援があるからこそ頑

張れるということなど、たくさんの貴重なことを学ぶことができました。 

 子どもたちの書いた感想やメッセージは、この後多々良さんに送られ、多々良さんからのお返事やサインもいただ

けるとのことです。自分の夢のために努力を続け、実際に夢をつかんだ本物のプロサッカー選手と触れ合い、交流を

深め、大切なことを学んだ子どもたち。自分の夢に努力していくことを応援していきたいと思います。 

 

授業参観・環境整備作業・救命講習会へのご参加ありがとうございました 
 ６月３０日（火）に行われた授業参観・環境整備作業・救命講習会に参加いただき、ありがとうございました。約２か

月半ぶりの授業参観でしたが、お子さんの少し成長した様子をご覧いただけたことと思います。 

また、授業参観に引き続き行われた環境整備作業では親子で窓ふきを中心にやっていただき、おかげさまで校舎

が綺麗になりましたし、最後に行われた救命講習会にはプール当番になっている保護者の皆様と６年生児童が一緒

に参加し AED の使用方法や心肺蘇生の手順などを、実技講習を通して学んでいただきました。更に、１年生は給食

試食会、PTA 役員の皆様は PTA 幹事会もあり盛りだくさんの１日となりました。お忙しい中、本当にありがとうご

ざいました。 

 

（これらの活動の様子はホームページでも紹介しています。ぜひご覧ください） 

早 池 峰 

令和８年７月９日（木）第１２号 

HPはこちら↑ 

学校教育目標 

郷土の誇りを胸に未来へ向けて 

たくましく生きる児童の育成 

まなび合う子ども 心かよい合う子ども 

きたえ合う子ども 


